






































































































































































































































図4 先輩が演習の入って感じたこと (%) 
-とても良かった a良かった・どちらともいえない ・あまり良くなかった
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図8 演習の中で困ったこ と (%) 
「アドバイスの的確さ」や、「グルーフ。内では出なかっ
た意見や方法をアドバイスしてくれた」という記述
から伺える。つまり、どのように患者の情報を捉え、
知識を活用し、援助を考えていけばよいのかなどを
方向付けてもらった結果であり、 2年生にとって大
きな学びとなったと考えられる。
一方、 3年生は教える側を通して、実習から学ん
でいたという気づきや、自分の成長を認識できたと
答えている。これは、 2年生との比較や、助言をす
ることができるようになった事実から、自己の成長
を客観的に振り返って実感を伴い認識している。そ
れは、今後の自信へと繋がっていく体験であったの
ではないかと思われる。また、助言など教えるため
には、自分自身がきちんと学習をする必要性がある
といった気づきの記載がある。さらに、2年生の色々
な方法をみて、教える側の3年生が後輩から学びを
得ている状況もある。岩本らは、臨床の場において
新人から先輩看護師が学ぶことについて、「おEい
学び合う関係性に気づき、継続学習の必要性を感じ
たことで自己の生涯学習の出発点となったと考え
る」と述べている6)。つまり、教え教えられる相互
作用によって、お互いに主体的に学ぶことの大切さ
を認識することができたのではないかといえる。
その他に、少ない意見ではあったが、 2年生への
助言でどこまで求めていいか困ったという意見が
あった。事前に打合せはしていたが、初めての演習
で指導的な関わりの経験のない3年生には、 2年生の
学習状況を把握した助言は難しいこともあったと思
われる。今後は、事前の打合せで2年生の立案した
各グループの援助計画を見ながら、 3年生と一緒に
助言内容の検討をしていくことが課題と考えられる。
2.先輩がモデルとなることからの学び
2年生の約半数は、「先輩のようになりたいJと答
え、自由記述の中にも「先輩のようになるために頑
張ろう」と、答えた意見があった。 2年生にとって3
年生は、身近な目標であり、自分自身の努力によっ
て到達可能な具体的存在として捉えることができる。
また、理想とする身近な役割モデルとしても、 3年
生をf足えている。
臨床の場において、先輩看護師のプリセプターは、
一番身近な役割モデルとして新人看護師に接し、ス
トレスの緩和や仕事への満足感に影響を及ぼすこと
を述べているにまた、新人看護師の職務満足には
理想とする看護師の存在が影響を与えることもいわ
れている。
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つまり、今回、 2年生が、臨床での実習経験のあ
る3年生の存在を、目標や理想とする役割モデルと
してみることは、演習を通して感じるこれまでの学
びの達成感や満足感と、これからの看護実習へ前向
きに取り組むための意欲への動機付けの効果となり
えることが示唆されるo
3.体験から得た人を育てることの学び
教員が演習を観察している中で、 3年生は2年生の
援助に対して、まずは認めるような言葉かけをして
から、肯定的に受け止め、できているところを承認
しつつ褒めるといったポジテイブフィードパックを
する行動がみられた。このような指導に対し2年生
は、「演習で3年生にほめられることでやる気がでて、
自信につながった」という意見がみられた。
3年生は、これまでの臨床実習において、様々な
指導を受ける体験を得てきている。その体験から、
どのような声かけが感情的な支援となり、自信を持
たせ、やる気を促進させるのかということを感じて
いたのではなかろうか。それが、今回教える立場に
なった時に、 2年生を肯定的に受け止め、褒めると
いった指導につながったのではないかと思われる。
そして、その指導は、個としての存在に関心を向け
て認める、相手への自尊感情を大切にした関わりで
あり、人を育てるための基本となる要素を踏まえた
関わりであったと考えられる。
井部は8)は、新卒者が認知する自分たちの成長や
変化に影響を及ぼした要因を「先輩からの保障」と
しており、新卒者が不明な点を安心して聞ける先輩
との関係性や実践を正しく導ける先輩の存在の重要
性を述べている。すなわち、今回の演習で、 2年生
が3年生を教員より身近に感じたという意見があっ
た。身近に感じる3年生に、安心してわからないこ
とや、疑問点を積極的に聞くことができ、 3年生は
それを受け止めながらアドバイスし一緒に考えてい
た。このことが、「先輩からの保障」であり、相互
の関係性が築かれたことから、積極的な演習となり
2年生の学びに影響を与えたのではないかと考えら
れる。
4.学生が主体となる授業づくり
今回、 3年生が演習に参加をするにあたっては、
教員より2年生に対しての具体的な細かい指導方法
までは指示しなかった。それにも関わらず、 3年生
はその場の状況に応じて、自分たちの視点で考えて
判断をした方法を用いて指導し、落ち着いた態度で
堂々とアドバイスをしていた。その学びの場を作り
上げていく力は、将来的には教育的関わりのできる
看護師としての可能性が示唆された。それに対する
2年生は、自分たちの目標となる身近な先輩が演習
に参加をし、その先輩からアドバイスを受けること
によって、自分たちの力で主体的に活き活きと演習
を進めることができたと考えられる。
藤岡3)は、大学教育の改革論議として、学生が「教
育サービスの受け身の消費者」という意識から、学
生が大学づくりに能動的に参画する、「大学づくり
の主体的な担い手JI授業づくりの共同参画JI大学
創造の協働者」に変えることの意義について述べて
いる。
日頃、教員からの受け身的な学びの多い中、今回
の演習は学生一人一人が主体的に行動し学ぴ合いな
がら、自分たちで演習を創りあげていったといえる。
すなわち、学生それぞれが授業や演習に能動的に参
加するためには、学生の視点を組み込んだ教育内容
が必要であり、そのことから学生自身が主体的な学
びの場を創りあげることになるのではないかと考え
られる。そして、学生の視点を教育内容に組みこむ
ための方法としては、学年間の交流を通して先輩が
後輩を導く相互学習の授業や演習が有効と思われる。
今後も、できるだけ、講義や演習、実習とタイトな
時間割を調整し、 2年生全クラスと多くの3年生が参
加できるようにすることが必要である。
羽結論
今回、 3年生が2年生の演習に入り指導をすること
を通して、以下の通りに演習の効果を確認すること
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ができた。
1. 2年生は、 3年生から実践的な患者の捉え方を学
び、 3年生は指導することを通して、自己の成長
を客観的に認識することができている。
2. 2年生が、 3年生を身近な目標、役割モデルとし
て捉えることで、今後の学習意欲の動機付けに影
響を与えると思われる。
3. 3年生からポジテイプフィードパックの指導を
受けることで、 2年生は自信を持ち意欲的に取り
組むことができた。
4.教育場面での指導経験のない3年生は、 2年生の
状況がわからず、助言に困ったという意見があっ
た。そのことから、事前の打合せで一緒に援助計
画を検討する必要がある。
5.学年間の交流を通して先輩が後輩を導く相互学
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とに繋がる。
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には2年生への助言の仕方などの指導を課題として、
これからも学年を超えた演習の機会を設けていける
よう検討をしていく必要がある。
そして、将来的に臨床の場に出た時に、教え教え
られる関係の中で、学ぶ姿勢や後輩に安心感を与え
て人を育てることの大切さを想起し、チームの一員
としての協働できる看護師になることを願いたい。
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表 2年生自由記載のまとめ
患者のイメージがついた (6件)
・私遣は実際の患者さんとふれ合う機会が少なく、患者を思い描くことが出来ないのだが、 3年生はそれが出来ていて勉強になった
・患者さんのイメージがつかなかったけど、実習をやってきた先輩は『この患者さんはここまで出来るけど、たぶんこれは出来ない』と教えてくれ
たので、イメージが少しついた
・もっと、本当の患者さんだったら・・・ということをイメージして考えて行わなければいけないのだと改めて感じた
・私達は資料を写したりするだけで、患者のイメージがなく、内容を理解せずに行おうとしていたので、それでは全くスムーズにいかないことが分かった
・実際に援助を行った人の話で、患者像など現実味があったから
-患者は頭で考えていることと遣う所がいっぱいあった
アドバイスがよかった (14件)
-自分の考えなかったアイディアを言ってもらえたから
・自分の気づくことが出来ない事を教えてもらうことが出来たため
.知らなかった掻助方法や知識を知ることが出来た
-グループ内で出なかった意見や方法をアドバイスしてくれたから
・7ドパイスが的確で、すごいと思った
・アドバイスも適切でとても良かった
・アドバイスももらえて、とても参考になった
・質問しやすくて、とても参考になる助言が多かった
・すごく緊張したけど、細かい所まで見ていただいた
.すごくためになった
.先輩の意見を聞けですごく参考になった
・なぜそのような方法が良くないのか・良いのかを根拠をしっかりと説明してくれた
・言っていることが分かりやすくて、先生に指導を受けているようだった
-自分には全くなかった考えや、迷っていた事など、わかりやすく丁寧に伝えてもらった
ほめられることによるやる気と自信 (4件)
・ほめられてやる気も出たし、自分のケアの反省点もしっかり見直し、改善していこうと思った
-出来ていた所はほめてもらい、やる気と自信が出た
-ほめられた事によって、やる気が出た
・やっぱりほめられるとt喜しかった
先箪が目標 (3件)
-自分もあと 1年で先輩のようになれるか不安だったけれど、先輩のようになりたい気持ちの方が大きくて、頑張ろうと思えた
• 1年連うだけで、こんなにも違うのかと思った。私も先灘のようになりたい
-私も先輩のようになれるのか心配だけど、頑張りたい
演習への期待 (2件)
-先輩の介入をもっと多く取り入れた方が良いと感じた
・刺激を受けたので、たまに行えると楽しいと思う
先輩との交流 (2件)
-演習の他にも、 3年生の実習の生活についても聞けて良かった
・先輩の経験の話を聞けて、とても良かった
表2 3年生自由記載のまとめ
自分の成長に関する認識 (9件)
・自分はこのタイミングでこうしていたな~、ああしていたな、こうゅう失敗や成功があったな等と振り返る機会となり成長を感じ良い助言ができた
と思う
・実際に助言することで自分の成長が良くわかった
.2年生の時は気づかなかったようなこともアドバイスできるほど成長したから
.実習で実施したことが演習で活かせるほどになった自分がわかった
・分かりやすくイメージしやすい言葉を選んで、聞いたり考えたりしてもらえるように伝えられる自分の成長を感じた思うから 他
自分の学習にもなった (4件)
・高学年の人が下の学年に教えたりアドバイスをするためには、自分自身も勉強になるので、とても良い学習方法だと思う
・2年生と交流出来たり、色4な方法を見れて、お互いに学べたと思った他
後輩の取り組み姿勢への関心 (4件)
-後輩が積極的に演習を行っていることに感動した他
その他 (2件)
-このような機会があれば良いと思う
.2年生なのでどこまで出来ることを求めて良いか困った(妥協点はどこか)
???
